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GIGAスクール時代の学校で、生徒に伴走する教師集団に
ＩＣＴツールの活用で「自らデザインする力」を生徒に育みましょう

岩手県立花巻北高校 校長　川村俊彦
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〝1人１台端末の学校〟
における

「個に応じた学び」

P.3
シーン別「学校における個に応じた学び」実践例
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千葉県・私立市川中学校・高校
佐賀県立佐賀農業高校
宮城県柴田高校

群馬県立桐生高校
兵庫県・私立甲南高校・中学校
佐賀県立致遠館中学校・高校

先進校から学ぶ　失敗しないＧＩＧＡスクール対応
これから「ＧＩＧＡスクール対応」を始める学校を想定した「準備編」、ＩＣＴを活用し、基礎学力
の向上を目指す学校を想定した「基礎学力向上編」の２冊を公開中。

https://ed.classi.jp/giga_school

ウェブで
公開中！
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　私が勤務する岩手県立花巻北高校は、創立90周年を迎
えた2021年度、「100年生きる君たちが花高100年の学び
を創る」をテーマに、「学び方改革」を進めています。卒
業生の多くが国公立大学に進学する本校は、県内屈指の歴
史と伝統を誇り、地域では「花高」の愛称で親しまれてき
ました。一方で、中学生や保護者からは「花高に行くと、
先生にたくさん勉強させられる」と言われる学校でした。
　ＡＩとの共存が求められる時代、生徒たちに必要とされ
るのは、答えのない課題に粘り強く向き合う力、周囲の人
と励まし合い、お互いの潜在能力を引き出すような人間力
です。しかし、そうした力は「先生に勉強させられる学校」
では身につきません。卒業生でもある私は、本校の学び方
改革を決意しました。
　生徒、そして先生方に訴えているのは、「夢に向かって
自らデザインする学び」を生徒に経験させよう、そのよう
な学びを通して「人生をデザインする力」を身につけさせ
ようということです。本校に入学した生徒は、卒業時のあ
りたい自分の姿をイメージして、3年間の高校生活で取り
組むべきTo doと達成すべきCAN-DOを言語化したロード
マップの作成に取り組みます。本校では、各教科のシラバ
スでも、取り組むべきTo doと達成すべきCAN-DOが目指
す進路別に明示されているため、生徒は自分のありたい姿
や希望進路を念頭に、自ら学習計画を立てていきます。

　学習計画を実行するためには、学習時間を含めて１日の
生活をデザインする必要があります。そこで本校が活用し
ているのがＩＣＴです。本校の生徒は、毎日の朝学習まで
の時間に、1日の学習計画をClassiに入力し、学習に取り
組みます。参加する部活動も、目指す進路も、そもそも学
力特性も異なる生徒それぞれに、教師が何をどのくらい勉
強すればよいかを指示するのは不可能です。いつ、何を、
どのように勉強するかを生徒に委ね、計画通りにうまく学

I C T ツールの活用で
「自らデザインする力」を

生徒に育みましょう
岩手県立花巻北高校 校長  川村俊彦

ＧＩＧＡスクール時代の学校で、生徒に伴走する教師集団に

かわむら・としひこ　教職歴 37 年。同校に赴任して 2 年目。モットーは「知
識ではなく、学ぶ意欲と態度が生徒の将来をつくる」。

＊本文中のプロフィールはすべて取材時のものです。また、敬称略とさせていただきます。

ＡＩ時代を生き抜くために
自らデザインする力を育みたい

生徒自身が 1日をデザインし、
教師は生徒の変化を待つ
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岩手県立花巻北高校
◎設立　１９３１（昭和６）年

◎形態　全日制／普通科／共学

◎生徒数　1学年約２４０人

◎2021年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、弘前大、
岩手大、東北大、山形大、福島大、筑波大、岩手県立大など
に140人が合格。私立大は、青山学院大、慶應義塾大、中央大、
日本大、明治大などに延べ151人が合格。

習が進まない生徒には、個別に相談に乗り、支えればよい
というように、教師が生徒を一括して管理する学校から、
生徒と教師の信頼関係を基盤に生徒が自己を管理する学校
へと転換を図りました。
　これまでとは異なる発想による指導ですから、私たちも
試行錯誤の連続でした。例えば、先生方の中から「毎日
Classiに入力しない生徒がいる。厳しく指導して入力させ
た方がよいのだろうか」という悩みの声が上がりました。
先生方は担任会などで、改めて「なぜ、生徒に1日をデザ
インする力を育もうとしているのか」を話し合い、Classi
を使って自己管理する意義を生徒には丁寧に伝えるが、入
力することをノルマのように課すべきではないとの結論を
出しました。また、「学習が計画通りに進まない生徒は注
意した方がよいのだろうか」という疑問には、自ら学習に
取り組む生徒を増やすために「頑張ろう！」と前向きな声
をかけ続けることは必要だが、注意は不要。変われない生
徒は、今はまだ変わる時を迎えていないのだと考えて、「強
制」ではなく「待ち」の姿勢で引き続き見守っていこうと
共通理解を図りました。

　先生方は生徒の主体的な学習を支えるため、日々教室で、
そしてClassiを介して、声かけを続けています。生徒たち
に「先生のどんな言葉で、勉強をしようという気持ちが高
まったの？」と尋ねると、「先生が自分を見てくれている
と感じるような言葉」「自分の意気込みを肯定してくれる
言葉」「この調子で大丈夫と言ってくれた時」などと教え
てくれました。生徒たちは教師の伴走を得ながら、「夢に
向かって自らデザインする」ことの楽しさを味わい始めて
います。
　GIGAスクール時代の学びというと、ＩＣＴの活用によ
り、ＡＩドリルなど、生徒一人ひとりに最適な学習課題を
与える学びをイメージする方も少なくないと思います。も
ちろんそうしたことも大切ですが、課題や教材をＩＣＴを

通じて提供するだけでは、生徒はいつしかAIに追い込まれ、
管理され、結果、１人、また１人と、学習から取り残され
ていくのではないかと私は危惧します。
　多様な生徒が集う学校という場における「個に応じた学
び」とは、生徒が自分の目標と計画を立て、自己調整を図
りながら粘り強く進めていく学びだと私は考えます。そう
した学びを支援するために存在するのが教師であり、ＩＣ
Ｔはツールとして活用していくべきです。
　様々なＩＣＴツールを活用することは、生徒の学習環境
をより充実させる上で重要です。しかし、「学校における
個に応じた学び」の実現には、何よりも血の通った生徒と
教師の存在が大切であることを忘れてはいけないと私は思
います。

学習計画の自己管理を始めて数か月後、１人の若い担任が、右の「Classi 宣言」
を作成し、自分のクラスに掲示していました。「自らの生活をデザインする行為
が、将来の自分をデザインする力になる」「記録は将来の自分のためのものであり、
教員に管理されるものではない」など、生徒に訴えかける担任の言葉に心を打
たれました。私は、「ぜひ、これを学校全体のＩＣＴ活用の宣言とさせてほしい」
と担任に相談し、学校全体で共有することにしました。

学校における個に応じた学びとは、
生徒自らが目標と計画を立て、自走する学び

※学校資料をそのまま掲載。
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シーン別・３ステップでCHECK！

〝1 人1台端末の学校〟における
「個に応じた学び」
「学校における個に応じた学び」とは、生徒が主体的な学習を進められるように、ＩＣＴを活用しながら、

教師が効果的に伴走する学びだ。そうした学びが、様々な教育場面でどのように実現されていくのかを見ていく。

次ページからは、ＩＣＴを活用した「個に応じた学び」を推進する学校事例を活用シーンとステップ別で紹介

1人1台端末整備が進行中の公立高校への編集部ヒアリングより

■現在取り組んでいる・取り組む予定

■今後取り組んでいきたい・いかねばならない
コミュニケーション 授業 授業外学習　進路指導・探究

STEP 1
学びの保障

予期せぬ臨時休業下でのオンラインを使った学びや、
教師の業務負担を軽減した働き方改革の支援

各種調査・アンケート（体温調査含）

クラスごとの連絡（学級通信代替）

一斉連絡・緊急連絡（生徒）

保護者との双方向連絡

保護者からの欠席・遅刻連絡

プリントなどをデータで配布
板書内容のプロジェクター投影
オンライン授業
課題の提出
英語スピーキング内容の録音・提出

探究｜情報検索（調べ物）

進路指導｜志望校の情報調べ

講義動画の視聴

学習時間調査のオンライン実施

STEP 2
学びの置換・増強

チョーク＆トークの一斉授業だけでは困難な、
より個のニーズに合わせた学び

授業・部活動別の生徒連絡

生徒との1対 1の個別指導

授業単位の振り返りを提出・蓄積

授業の理解度の可視化（前後小テスト・単元テ
スト結果のデータ化）

リアルタイムに意見の集約・可視化

提出物のオンライン上での添削

朝学習・小テストの ICT 化（自動採点・結果の
可視化）

進路指導｜行事の振り返り・活動履歴を端末で入
力し蓄積

電子カルテで面談

補習｜成績・理解度別のコンテンツ（問題・動画）
で学習

探究｜発表資料作成・プレゼンテーション

STEP 3
学び方・指導の変容

生徒の主体性を最大限に引き出すことで実現する
生徒が創造する学び

学校外（大学・自治体・企業等）とのコミュニケー
ション

学校SNS（生徒発信）ツールの利用

授業レジュメ・板書を生徒が考え、授業を進行（教
師が教えない授業）

成果物（書類・プレゼン資料・ポスター）を共
同編集で作成

生徒同士で、提出物・成果物・振り返りを共有・
フィードバック

探究｜成果物（書類・プレゼン資料・ポスター）
を共同編集で作成

探究｜別の学校とオンラインで課題研究を共有・
議論
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次ページからは、ＩＣＴを活用した「個に応じた学び」を推進する学校事例を活用シーンとステップ別で紹介

1人1台端末整備が進行中の公立高校への編集部ヒアリングより

■現在取り組んでいる・取り組む予定

■今後取り組んでいきたい・いかねばならない
コミュニケーション 授業 授業外学習　進路指導・探究

STEP 1
学びの保障

予期せぬ臨時休業下でのオンラインを使った学びや、
教師の業務負担を軽減した働き方改革の支援

各種調査・アンケート（体温調査含）

クラスごとの連絡（学級通信代替）

一斉連絡・緊急連絡（生徒）

保護者との双方向連絡

保護者からの欠席・遅刻連絡

プリントなどをデータで配布
板書内容のプロジェクター投影
オンライン授業
課題の提出
英語のスピーキング内容の録音・提出

探究｜情報検索（調べ物）

進路指導｜志望校の情報調べ

講義動画の視聴

学習時間調査のオンライン実施

STEP 2
学びの置換・増強

チョーク＆トークの一斉授業だけでは困難な、
より個のニーズに合わせた学び

授業・部活動別の生徒連絡

生徒との1対 1の個別指導

授業単位の振り返りを提出・蓄積

授業の理解度の可視化（前後小テスト・単元テ
スト結果のデータ化）

リアルタイムに意見の集約・可視化

提出物のオンライン上での添削

朝学習・小テストの ICT 化（自動採点・結果の
可視化）

進路指導｜行事の振り返り・活動履歴を端末で入
力し、蓄積

電子カルテで面談

補習｜成績・理解度別のコンテンツ（問題・動画）
で学習

探究｜発表資料作成・プレゼンテーション

STEP 3
学び方・指導の変容

生徒の主体性を最大限に引き出すことで実現する
生徒が創造する学び

学校外（大学・自治体・企業等）とのコミュニケー
ション

学校SNS（生徒発信）ツールの利用

授業レジュメ・板書を生徒が考え、授業を進行（教
師が教えない授業）

成果物（書類・発表資料・ポスター）を共同編
集で作成

生徒同士で、提出物・成果物・振り返りを共有・
フィードバック

探究｜成果物（書類・発表資料・ポスター）を
共同編集で作成

探究｜他校とオンラインで課題研究を共有・議
論

様々な ICT ツールが導入されている学校現場は今、自校にふさわしい ICT ツー
ルを精選する段階に入っている。そこで重要になってくるのが、ICT ツール
の特性と自校の教育課題を照らし合わせながら、複数の ICT ツールを使い分
けていくことだ。例えば、群馬県立桐生高校は、オンライン授業並びに対面
授業内で使用する資料の共同作成やウェブ会議などでは Google Workspace for 
Education を、教師・生徒・保護者間の連絡や情報共有及びその蓄積、アンケー
ト配信や集計などでは Classi を使っている。一斉の情報発信・共有と、生徒の
個に応じた伴走という２つの機能で ICT ツールを使い分ける同校のように、今
後、様々な ICT ツールの強みを生かしていくことが、学校には求められるだろう。

複数のI CTツールを
目的に応じて
使い分けることが重要

P O I N T
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　インプット主体の授業から生徒の能動的な学習中心の授業へと転換を図るため、ティーチン
グからコーチングへの教師の指導意識の改革、「板書を写す」から「ポイントをメモする」へ
の生徒の学習意識の改革を重視。その意識改革を促進するツールとして ICTを活用している。
　教師、生徒によって多様な学習観がある中で、すべての授業で無理なく ICTを活用してい
くために、ICT活用の状況を 3段階に整理。①電子黒板でパソコン画面を共有（教師から生
徒へ）、②生徒にタブレットを活用させて課題提出（生徒から教師へ）、③生徒と教師の双方向
の議論（生徒と教師が双方向に）のステップで、全校的な ICT活用を推進している。
　①②段階が実現した授業では、板書や課題回収の時間が短縮。捻出された時間はグループワー
クや演習に充てられている。③段階では、ClassiNOTEを用いて、生徒の解答の読み比べを行っ
たり（国語）、生徒が書いた図説を教師が授業中に添削したり（地学）している。
　ホームルーム活動における ICT活用も、①校内グループを使った情報共有、②生徒と教師
のメッセージのやりとりや面談、③ポートフォリオ機能に生徒が
記入した内容を調査書などで活用、という3段階で進められてい
る。2021年度入試では、東京大学 2人、国立大学医学部医学科
7人を含む31人が、学校推薦型・総合型選抜で合格を果たした。

　生徒は１人１台、学習用パソコンを持ち、日々の授業・家庭学習・実習に、そして、農業
高校として初めて指定されたスーパーグローバルハイスクール（SGH）の活動に積極的に活
用している（＊1）。登校するとまず、生徒はClassi に収録された学び直し用教材「マナトレ」
を用いて、毎朝 15分間の自主学習時間に臨む。教師は、進捗や成績をClassi で把握し、生徒
一人ひとりの状況に応じた指導を行っている。生徒向けアンケートでは、1年生の95.8％が「マ
ナトレ」での自主学習でプラスの効果があったと回答している。
　授業で生徒の意見を集約する際などには、Classi アンケートを使用。それにより、限られた
授業時間内で全生徒の意見を収集することが実現できている。
　新型コロナウイルスの感染拡大による２０２０年３月の臨時休業中は、Webテストで使用でき
る約２００問の 4択式の問題をClassi から配信し、生徒の約 7割が自宅においてすべての問題
に取り組んだ。１人１台のパソコン使用によって、教師と生徒の双方向コミュニケーションを
維持してきた同校だが、今後は日々の授業はもちろん、海外での
農業・語学研修、全国高校生フォーラムへの参加など、3年間の
活動のすべてをClassi ポートフォリオに集約し、生徒の自発的な
振り返りを支援していく考えだ。

この事例に
関連するキーワード

大規模校／推薦入試指導／
時間短縮／負担軽減／双方
向

この事例に
関連するキーワード

専門高校／１人１台／探究学
習／課題配信／ポートフォリ
オ

授業 授業外学習
進路指導・探究

ステップ ステップ

1 12 23 3

＊1　現在はSGH事業は終了。

授業
ステップ

1 2 3コミュニケーション
ステップ

1 2 3

「学校における個に応じた学び」実践例シーン別

千葉県・私立
市川中学校・高校

佐賀県立
佐賀農業高校

● 普通科

● 農業科学科
● 食品科学科
● 環境工学科

● Classi
● Google Workspace for 

Education
● Libry

● Classi
● Microsoft Teams 

学科

学科

活用ＩＣＴツール

活用ＩＣＴツール

ＩＣＴ活用を３段階で整理し、学校全体で推進

授業や朝学習、リモート学習で生徒が自ら学びを深める

さらに
詳しくは
こちらで

▲

さらに
詳しくは
こちらで

▲
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　少子化に伴う二次募集の実施等により、入学する生徒の学力差が大きくなる中、すべての生
徒に同じ学習課題を提供することの難しさを痛感していた同校は、生徒の学力に応じた課外授
業「週末課題」の取り組みを開始した。毎週末、教師が Classi で生徒ごとに個別課題の対象教科、
配信講義数、取り組み期限を設定すると、Classi が生徒に必要なレベルの学習動画を自動でピッ
クアップして配信する。教師は、翌週の課外授業で生徒の取り組み状況を確認しながら、生徒
一人ひとりに声かけを行う。これまで教師が行っていた個別課題の選定・作成に AI を活用し
ている。さらに、好きな時間に繰り返し視聴できる動画教材を生徒に視聴させることで、課外
授業の効果をアップさせるなど、ICT を活用して「個に応じた学び」を業務負担を増やすこと
なく推進している。
　以前は、１年生の時にはよい緊張感を保ちながら学習に取り組めていても、2 年生になって
緊張感が緩むと、学習に取り組まなくなってしまう生徒が多かった。しかし、個に応じた週末
課題の提供と、一人ひとりの学習進度に合わせた声かけを行うよ
うになってからは、「先生は、自分のことを見てくれている」と
いう意識が生まれ、高い学習意欲を維持できている生徒が増えて
いるという。

この事例に
関連するキーワード

基礎学力向上／学力の多層
化／課題配信

　普通科、理数科の両科においてスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の活動を展開し、
生徒は幅広い分野における探究的な学習に取り組んでいる。３年間を通じた探究学習では、「学
びの技法」として、聞く力・課題発見力・読解力・情報収集力・情報整理力・データ分析力・
執筆力・プレゼンテーション力・グループ学習・ディスカッションなどを身につけ、１年次は
地元桐生について、２年次は広く世の中に視野を広げて課題を自ら設定し、探究活動を行う。
　探究学習における情報共有と、学びや気づきの蓄積に活用しているのは Classi だ。校内グルー 
プで、生徒同士による進捗の報告や教師からのアドバイス、生徒が作成したレポートの提出な
どの情報共有を行っている。また、探究学習においては、ポートフォリオや行動観察、自己評
価が評価の対象になるが、毎時間の活動のリフレクションを Classi に入力し、活動記録を蓄積。
教師は特に、主体的に学習に取り組む態度の評価の材料としている。生徒自身にとっては、取
り組みを積み上げていくことで、それぞれの活動で何を学んだか、次に生かすべき反省は何か
を言語化することができている。そうしたポートフォリオは、生
徒の大学入試の特別選抜出願時の志望理由書や活動報告書などの
作成に役立っている。また、教師は、進路検討会や出願後の面接
対策などに活用している。

この事例に
関連するキーワード

探究学習／ポートフォリオ  
／志望理由書／観点別評価

授業外学習
進路指導・探究

ステップ

1 2 3

授業外学習
進路指導・探究

ステップ

1 2 3

各校では、生徒の学力や希望進路、ICTの導入状況に応じて、自校に合った個に応じた学びの導入を進めている。
ここでは、６校の実践例を紹介する。

宮城県
柴田高校

● 普通科　● 体育科

● Classi
● Google Workspace for 

Education

学科

活用ＩＣＴツール

ＡＩを活用した個に応じた課題配信で学習意欲を高める

さらに
詳しくは
こちらで

▲

群馬県立
桐生高校

● 普通科　● 理数科

● Classi　
● Google Workspace for 

Education
● スタディサプリ

学科

活用ＩＣＴツール

探究学習の成果を蓄積し、観点別評価と出願に生かす

さらに
詳しくは
こちらで

▲
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　１人１台の学習用パソコンの環境の下、Classi と Microsoft Teams を目的に応じて使い分け
ている。コロナ禍でのオンライン授業やオンライン文化祭の実施など、クラス単位をオンライ
ンでつなぐ際に Microsoft Teams を活用した。一方、Classi は、校務や授業を補助する道具と
して利用している。例えば、「生徒カルテ」に記録された生徒の学習記録や日々の言葉、さら
には志望学部・学科の変化などから、担任が生徒の変化を早期に発見して面談につなげたり、
生徒の学習意欲を高めるための丁寧な声かけなどを行ったりしている。
　また、Classi を用いた Web テストも積極的に実施。Ｗｅｂテストは即時の採点・分析が可能
なため、教師は正答率などから重点的に解説する問題を即決でき、模擬試験と受験後の指導が
切れ目なく行える。合わせて、Web テストの誤答率と生徒カルテの学習時間などの客観的な
データを分析することで、授業や家庭学習課題の改善につなげている。
　ＩＣＴを活用して生徒の状況をつぶさに把握しながら、Web テストで学習のＰＤＣＡサイクル
を素早く回すことで、生徒が主体的に学習を進められるよう支援
している同校だが、そうした学校風土を継続させるために、ＩＣ
Ｔ担当者を毎年入れ替えるなど、各学年・分掌でのＩＣＴ活用力
を高める工夫をしている。

この事例に
関連するキーワード

１人１台／生徒把握／Web
テスト／面談

　高大接続改革への対応や校務効率化のために、2017 年度から校内の ICT 化に着手し、教育クラウ
ドサービスを使用した基礎学力向上の取り組みを本格的に開始。まず、毎朝実施している小テ
ストと進研模試対策のテストを、タブレット端末のアプリ経由で配信される Web テストに切
り替えた。ボタン１つでそれぞれの生徒にふさわしい問題を配信することができ、採点も自動
で行われるため、業務負荷の軽減に成功。さらに、生徒の学習時間、学習履歴、平均点数を集
計し、クラス対抗や個人対抗で競わせるなどの「ゲーミフィケーション」の要素を取り入れる
ことにより、生徒のモチベーションを喚起し、学力向上を実現している。
　ICT による「自動化・可視化・最適化」で捻出された時間を生かして、教師にしかできない
声かけを強化している。ICT を介してキャッチした生徒の学習時間の変化などを踏まえるこ
とで、声かけの内容はより一層生徒の実態に合ったものになり、教師の声が生徒に響きやすく
なっている。
　高校１年生から Web テストを導入した学年では、高校 1 年時
と比較して平均 GTZ（＊ 2）が B1 から A2 へと 2 段階向上し、
国公立大学の合格者が過去最高の人数に到達するなどの成果が得
られている。

この事例に
関連するキーワード

１人１台／課題配信／生徒把
握／基礎学力向上

コミュニケーション
ステップ

1 2 3

授業外学習
進路指導・探究

ステップ

1 2 3

＊ 2　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1 ～ D3」の 15 段階で評価される。

佐賀県立
致遠館中学校・高校

● 普通科

● Classi
● Libry

● Microsoft Teams 

学科

活用ＩＣＴツール

客観データに基づいた学習・進路指導をスピーディーに展開

さらに
詳しくは
こちらで

▲
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先進校から学ぶ　
失敗しないＧＩＧＡスクール対応

兵庫県・私立
甲南高校・中学校

● 普通科

● Classi
● Feelnote

● MetaMoJi ClassRoom

学科

活用ＩＣＴツール

自動化・最適化された課題配信と教師の声かけで基礎学力を向上

さらに
詳しくは
こちらで

▲
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